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中
学
時
代
の
同
級
生
が
最
近
、
故
郷
福

岡
か
ら
上
京
し
た
。
約
3
0
年
ぶ
り
の
再
会

で
祝
杯
を
あ
げ
た
夜
、
あ
る
記
事
に
つ
い

て
専
門
の
医
師
と
し
て
の
煎
見
を
聞
い

几　
月
刊
石
畳
（
８
月
言
の
企
團
。
『
２

人
に
Ｉ
大
が
が
ん
に
な
る
』
は
本
当
な
の

か
？
几
そ
の
中
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
慶

応
大
特
院
放
射
纏
治
療
科
の
近
藤
該
医
師

は
、
が
ん
患
者
へ
の
余
命
３
ヵ
月
宣
告
を

　
足
部
ウ
ソ
に
と
論
じ
る
。

　
同
氏
は
余
尚
古
告
が
「
患
者
を
脅
し
て

治
療
に
追
い
こ
む
た
め
」
の
ち
の
で
あ
り
・
、

特
に
・
－
３
力
川
」
は
、
池
原
の
末
に
早
く

に
く
な
っ
て
も
「
于
遅
れ
だ
っ
た
か
ら
仕

入
な
い
」
と
遺
族
が
納
得
し
、
逆
に
長
く

半
き
た
ら
感
謝
す
る
絶
妙
な
数
字
と
訴
え

几　
外
科
医
と
し
て
３
千
大
以
上
の
が
ん
患

者
を
診
た
同
級
生
は
酋
を
横
に
振
る
二
が

ん
を
治
療
し
な
い
患
者
」
１
５
０
大
以
上

を
診
た
経
験
を
根
拠
に
す
る
近
藤
氏
の
意

見
は
、
膨
大
な
数
の
研
究
や
診
療
結
果
に

址
づ
く
現
在
の
が
ん
池
原
の
立
崩
か
ら
は

‐
２
け
入
れ
牲
い
と
い
う
。

t:!とj自図
　
む
ろ
ん
医
師
の
経
験
に
よ
っ
で
、
治
療

方
針
が
異
な
っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

人
生
の
最
後
は
本
人
が
何
を
信
じ
、
何
を

選
択
す
る
か
だ
。

　
　
「
数
字
」
に
閣
す
る
記
事
を
あ
と
。
１
１
つ
。

　
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
「
『
超
』
整
押
俯
の

野
口
悠
紀
雄
さ
ん
に
よ
る
「
週
刊
新
声

の
連
載
「
世
界
は
数
字
で
で
き
て
い
る

！
・
」
。
７
月
ｎ
目
付
で
は
、
政
府
の
成
長

戦
略
に
あ
る
目
標
達
成
期
限
与
板
1
0
年

間
で
」
な
ど
の
数
字
の
ト
リ
ッ
ク
を
見
遣

か
す
。
1
0
年
ち
た
て
ば
、
人
は
戦
略
の
こ

と
な
ど
忘
れ
て
検
証
も
不
可
能
と
な
る
。

つ
ま
り
「
虔
Ｌ
の
数
字
で
あ
る
と
。

　
月
刊
「
新
副
4
5
」
　
（
７
月
号
）
で
は
、

ロ
本
総
研
の
渓
谷
浩
介
さ
ん
が
詳
細
な
数

字
を
使
い
デ
ベ
ノ
ミ
ク
ス
を
読
み
解
く
。

例
え
ば
、
金
融
緩
和
で
株
価
は
上
が
り
続

け
る
の
か
。
こ
れ
は
世
の
中
に
出
回
る
日

本
円
の
鼠
と
日
経
平
均
株
価
の
過
去
3
0
年

の
比
較
で
否
定
で
き
る
と
い
う
。

　
現
代
人
な
ら
、
数
字
で
明
確
に
説
萌
し

理
解
す
る
姿
勢
に
加
え
、
数
字
に
だ
ま
さ

れ
な
い
嗅
・
覚
も
身
に
付
け
た
い
。

　
　
（
橘
し
ん
ご
・
雑
誌
タ
チ
ヨ
ミ
ス
ト
）

数
字
に
だ
ま
さ
れ
な
い
嗅
覚

鯵j

/

ﾌﾞ1

1
゛?

く

j

･.いり!?.ﾄﾞ･ﾀﾞ

R參　　　季斤　－

l

ll･･･4Ⅶ∧i4:J¨………

竹
刀
刀
ア
マ
る
さ
乙
二
渋
実
け
な

―
　
‐
　
　
　
　
　
　
．
･

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｊ
ｔ
ｙ
”

r
r
1
9
＼
聯

必
い
な
に
問

……………...…..4…...……………...

劃|字カく訟tとな:っている三つの粂鮭
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